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新年あけましておめでとうございます

代表取締役社長/金井萬造
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本年もどうぞよろしくお願い致します

京都事務所長/山口繁雄
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新年あけましておめでとうございます

名古屋事務所/尾関利勝
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本年もどうぞよろしくぉ願い致します

九州事務所長・(株)よかネツト
代表取締役社長/山田龍雄

あけましておめでとうございます。
糸乗より代表を引き継ぎ、甲や4年円が過ぎようとしています。
当枇の徹業尚での礎のひとつとなっているのが、15年前ごろにアルパヅクの

サポートを得ながら係わってきました「北部九州学圃都市構想」での業務でし
た。この計画によって当社のネヅトワークは大学の先生をはじめ、福岡・佐賃県
庁に広がり、今でも、この"人つながり"が徴業につながっていまず。

そのn寺のタイミングもありまずが、 r学園都iliづくり」の業務がなければ、当
礼所員も半数畏度であったかも知れません。やはり、ネヅトワークを広げる業務
や活動を継続していくことの火切さを痛感します。
畔年は、まちづくりの導刊蹴(建築士、土地区劇悠理土、不勁産鑑定士、公認

会計士、再幽兆コーディネーターなど)がいるⅢ務所9礼で協伺組合「地域づく
り九州」を設立しました。(経済序業省と国士交通僻2省の認可)このメンバ
ーの方とも一納に地城に密着した、帆の広い仕東をしていきたいと忠っています。
また、所拠一同、地域づくりの商品W充にもチャレンジし、新たなイ上!!1卵拓の年
にしたいと思っています。

本郊もご指導、ご鞭朧のほどよろしくお願いします。
九州Ⅲ霧所((株)よかネット)"1田龍雄

※新午のご挨拶を、より,心のこもったお下紙と新時代に向けた個性をお届けしようとメッセージカ

ドの掲載といたしました(編染部)

新年の」金¥
あ・い・さ・つ

ヱ礁き

町屋再生西陣町家スタジオがオープン

〔京都事務所/三輪泰司〕

12月3日、西陣町家スタジオがオープンLま

した。仏統的な1川脚の問屋建築と庭剛を保全

し、新産業と人材育成の拠点をつくることを目

的としています。京都府の支援を受けて、京都

造形芸火のコミュニケーション・デザイン研究

所を中,0に、アットホームジャパン、ベネッセ

コーホレーションが共同して、革新と継承を続

けてきた西陣の技術と結び、プロードバンド向

けデジタルコンテンツの制作から、子供向けの

情縦技術教育まで展開する産官学迎挑のIT研

究開発拠点です

環境デザイン学科は改修工弓1・の助っ人を頼ま

れました。条件が厳L く、期Ⅲjも贅Π1も限られ

ているので、私が直接担当し、直営型CM(コ

, ンストラクシヨン・マネジメント)方式で木上

耶t電気工事だけに絞り、実質2週問で仕上げ

ました NP0法人(予定)西陣町家スタジオ

の田中貞火事務長、・情報デザイン学科の奈良盤

雄教授には、たいへんお世話になりました。

町家のi」矧ミ利用が流行みたいになっています

が、建築的には3つの問題があります。

第・は、ほんまものか、擬似町家再生なのか、

改修のコンセプトを明確にすることです火正

末期に建てられた平田篤'郎さんのお宅をお佶

りしているのですが、コンセントがなくてh}除

機を仙うのにも困ったように、建築当初から全

く千・を加えられていない、伝統的利様式建築の

純正品です圃的から基本方針はほんもの保金

です。必要な機能は満たしつつ、従来の姿・形

を残し伝統と最先端のコントラストを突現しま

した。



第は、とは園つても、機能は金く変わりま

す。齢80歳位になるこの建物も、見たことも

ないパソコンがずらりと1詑んで、びっくりした

でしょう。1に力とインターネットのケープルが

人ります。特に信頼性ある確力が生命、木造建

築で、インテリジェントビルと同じ性能を斐求

されるわけです。それをやる技術名を逃ぱねぱ

なりませんでした。

第三は、芸火がやるのですから、このような

枠の小でもim1ヨい空11U造形を実現したいです

ね。川来上がれぱ床のⅢ」と皷新のパソコン達と

,fつたミスマッチで達せられているようなもの

ですが。1是灯による照明やネオンのオブジェな

ど、仙報デザイン学科らしい小物が柔らかく或

いは、あやしく和室空樹を演出しています。

実は、鮓今「町家」再生で疑問なのは、擬似

町家になってしまうことです。平田邸が生粋と

面うわけは、例えぱ柱は基石のうえにトンと

乗っているだけ、スジカイも仰"跿壁もありませ

ん。建築1'準法では「↓瑪存不適格」ですね。し

かし、仔・洞Ⅲこ見ますとどういうわけか、基礎に

UJ苓が仙われていましたが、床下には丕i灰が叩

きこまれ、風通しもよく、紬年も経っているの

に木の賦りもなく、幾度か中程度の地震を経験

しているはずですが、全体の小陸も傾きも見ら

れません。これは今時分の在来工法と称してい

る、見たところ祠じ軸組み木造建築とは、原理

が全く違うのです。これを私は利風建築とし

て、平田邸のような伝統的利様式建築と区別し

ています。.思想が述うのです戦後の建築基準

法や枇造計算基準は、地旋や台風に力まかせで

対抗しようとする考えに立っています。日本の

伝統は揺れるにまかせ、柱と梁の接合部などギ

シギシして、運動のエネルギーを摩擦の熱エネ

ルギーに転換してしまい、おまけに釘やポルト

で締めたり儒うけたりしていないので、飾小.に

解体して部材を再利川する、つまり1ι1然に優し

い考え方です。力まかせの思想は、士オくの世界

にもあるのではないですか。ソフトの教育や糯

祉にもあるのではないですか。力まかせや偽物

もそれなりの役割があると認めますが、食甜.に

太小綻務があるように文化に関わる町家にも'

'性についての説川」・'!}きが要りますね那翁羅艶ゑ
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蘇るか古代のランドスケープ

ゞ

出典

〔大阪事務所/中川天開〕

古墳と聞いて皆さんは何を想像されるでしょ

う。椛力者の墳墓、豪華な埋葬品、前力後円墳

等々古代へのロマンをかき立てられませんか?

ここは、兵.庫県多可郡中町にある東1山占墳

群。岫代は6~7世紀頃と想定されていますが

訓功り里葬されていたのかはわかっていません

最大で直径約25mの規模をもつ大小15もの円

墳が約1.5へクタールの絶囲内に群をなして立

地Lており、他ではちょっと類を見ない独特の

津、輿

西1

懐
当゛' 1

西陣町屋スタジオ
日経新周(平成 13年12月14日)



ランドスケープを形成しています。また、全国

約に見ても極めて珍しい「陶縮」=焼き物で作

られた棺が12 号墳から".1士しています。

この東山古墳群は北はりま田団空間博物鎌の

サテライト(展フ」剛ののーつとして位遣づけら

れ、占墳公園としてその南群の整備が行われる

こととなり、この災施設計のお千伝いをさせて

いただきました設計にあたっては、「往11寺の

姿に占墳を蔀らせる」ことをーつのテーマと

し、京都府立火学菱田哲郎助教授をはじめとす

る検討委員会により設計内容の検討を取りまと

めたところです。現在、現場では魅備工亭が進

められており、古墳形状の復元に向けた丁張"

が古墳群に設定されているところです(平成B

4.吊狐も'

■●■畳■●●卓疉^

■量喝卑電=エ
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噺面図

年12門現在)。*春には、往時の姿に古墳群が

復元され、古代のランドスケープが実現するだ

ろうと楽しみにしているところです。とは言っ

ても往時の姿を知っている人は誰もいないので

すけれど・

1"

3 帥■

■,1'

1,■?1

■,1'

全国的に珍しい石室内の陶棺
出典:パンフレット
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もてなし拠点「交通広場」がオープンしました

〔京都事務所/永濱幹雄〕

赤穂の中心ゾーンである加里屋に、H乍年の10

月末、「交通広場」がオープンしました。播州

赤穂駅から赤穂城址へ向かう、通称「お城通り」

の中問点に位置します赤穂城跡周辺だけに滞

留する観光客をまちの中心、まで呼び込み楽しん

でいただこうということで、観光バスの乗り降

り、トイレ、休憩一そしてイベント等にも活用

できるスペースです。地元幽治会、婦人会、商

店街、商工会議所、青年会議所からなる「忠臣

蔵のふるさとまちづくり協談会(以下:協議会

本誌96・号、 99号、104号で紹介)」と行政との、

官民脇働によって実現しました。平成10年に

恊議会が取りまとめた「忠臣蔵のふるさと~次

代への提案(加里屋まちづくり構想、)」を路ま

えた、都市計画道路である「お城通り」の拡幅

整備を、まちづくりと体的に取り親む「身近

なまちづくり支援街路事業」を活用して整備さ

れました。

住民管理で「もてなし」づくり

広場内にある公衆便所の特徴は、清掃を協議

会が担っていることです。朝9時から夕方6時

までの利用となっていますが、毎朝8時半ごろ

には当番制で清掃されています。婦人会の方々

が中心となっています。しかし、家事や仕1"で

入れない方もあるため、週2回は民問の清掃業

老に依託しているのが実恬です。決して順謝と

は=えないのですが、いつもきれいにしてある

ため、使う側の観光客にとっては、まちの「も

てなし」が感じられる場所となっています。数

少ないそんな場所が、まちの人たちに支えられ

て、今後増えていくことを願っています。

また、広場に面するトイレの壁面には、覗き

小窓の形をした展木ケースが8つ並んで設けら

れており、絵や小物などを展示できるように

なっています。こちらは市で管理されています

が、現在は観光課から捉供された赤穂の名所旧

跡等の写真が展示されています。これを常設展

示として、今後は展示のネタを一般に募るなど

してはどうかといった話も出てきています。恊

議会等まちの人たちとも連携しながら、'〔、温ま

るいきた活用に期待したいところです。

交流の舞台、実現へ

現在、市から観光業者への伊倦かけもあっ

て、バス停車場では日に数台の乘降利用が始

まっています。ここから観光客がまち巾を歩い

てお城観光に向かいます。12月には、裟士祭に

合わせ、この広場の隣地を活111して地元の手作

リイベントが行われました。

この交通広場が、来訪老を誘い、もてなし、

ひと・もの・ことのターミナルとなり、地兀と

来訪者とが賑わい交流する舞台となる。そんな

枇想の思いがーつずつ実っていく光景をめに浮

かべながら、地元協談会の方々と行政との協働

のまちづくりが実ることを願っています。



こちらは海辺でワークショップです

〔大阪事務所/竹野潔〕

巷では、ワークショップが大流行です。咋年

11河に胆わ大阪湾べイエリア開発推進機構の

主催により海辺をロケーシヨンにワークシヨツ

プを行いました

同機構では「なぎさ海適」の構成要素である

「なぎさトレイル」(遊歩道、由転車道)を利用

向上させるため、その方策と整備ガイドライン

を検討する調査を行っており、今回のワーク

ショップはその一環として行いました。

ワークショップのねらいは、海沿いの散歩や

サイクリングなどをする際に、もう少しこんな

ところやあんなところを改善してほしい、とい

う愆見やアイデアを集めて、開催地以外にも適

用できる海辺の市民利用向上力策をまとること

でした。

開催地は、比較的新しい「西宮浜・」と「マリ

ンピア杣戸・アジュール舞子'」(各地とも 11川

俳111扮を選びました。「なぎさトレイル」の利

川者は、すべての人々を対象としているため、

参加者はホ民団体のメンバーが中心でした。さ

らに、垂水区役所と垂水社会福祉恊議会の恊力

を得て身体障害料'数名倒裁、す利用者、視覚障

筈者、聰力障筈者)にも参加いただきました。

当Πは、海辺を歩いた後、各テープルに分か

れてグループ討議を行いました。参加者の多く

は海辺への思いや愛着をいろいろな形で持一て

おられる方々でしたが、西宮'も垂水・舞子もと

ても景観がすぱらしいところだということが共

通認識でした。

当日1」,1された海辺利用の向上のためのアイデ

アや意見を少し紹介すると、夏の暑い日や冬の

風よけに木陰や並木をつくるJ別撰にやさしい

みちをつくる(地道、芝、ポードゥオーク)、由

転車と歩行者が近くをすれ述うので専用レーン

化するなどです。また、広域的には、隣接する

人工島や地区外の海辺とネットワークを強化す

ることで、さらに地域の魅力が向上するという

意見もありました。

また、身体障害者からは危険な箇所やその改

哲方法などの愆見とともに、「私たちは介助者

がいないと海辺に行けない、今回のようなワー

クショップに参加1することで、その機会を得て

うれしい」ということも聞き亊務局一同、今回

の意雜を別の角度から再認識することもできま

した。

後日、市民団体のりーダーの力'から電話をい

ただき、参加者から今回のワークシヨップがと

ても好評で、よい経験をしたという意見が数多

ぐ寄せられているということやノN髪も岡様の

ワークショップに参加ILたいということを聞

き、リ1務局にとってうれしいぱかりでなく、淘

辺づくりの新たな展開を予感させるものとなり

ました。

このような緑結びをしていただいた垂水区役

所と垂水社会福祉恊議会の力々に、この場を偕

りてお札小し上げたいと思います
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まちづくりの芽生えは、人脈の士壌から

ーアルパックセミナーの収穫一

〔大阪事務所/小阪昌裕〕

なぜ今、歴史文化が重視されるのか

21世紀の2年目を向かえ、著しく変化してい

く時代の中にいる一方で、21世紀は心を重視す

る時代ともいわれ、各地で心の安らぎを求める

まちづくりがはじまっています。

人は何に安心を感じるのか、それは自分が誕

生する以前の時代にあるようです。だから、今、

地域の歴史文化や古いものに目が向けられるの

かもしれません。

小学校は心の安らぎのシンボル

高野口町(和歌山県、107号で紹介)では、昨

年から木造建築の活用に着目したまちづくりの

取り組みが具体的にはじまっています。J R駅

舎のギャラリー化から始まわ、咋秋、開催され

たイベントもーつの契機に、まちなかの民家の

保存・公開が実現しています。

例えぱ、町内にある築70年の木造小学校を

例にあげると、町教育委員会の全而建特え力針

に対し、従来、開発整備の視点の方が強かった

都市計画課が、建物保存の動きに変わりつつあ

ります。また最近、住民が主体となって組織化

された「高野口まちづくり協議会」が中心とな

り、まち歩きのイベントが企画・開催されまし

たその中で、火学や県文化財七ンター、建築

士会有志等による建築的な再評価や小学校OB

の要望などにより、現存する建物の部保存の

動きにまで高まってきていますまさに点から

線への建物保存の実例となっています

新市の歴史文化の再評価

昨今、新聞紙上をにぎわしているいわゆる市

町村合併により、3年前に誕生した新「篠山市」

では、合併特例債'も活用した新規施策のつと

して、昨年の夏、旧中学校校舎と新規施設を同

敷地内でタイアップした「篠山チルドレンズ

ミュージアム」(所管は教育部局ではなくまち

づくり部局)がオープンしました。一方、教育

委員会ではまちづくりへの効果を重視した視点

で、約20年前に手がけた濁査を基礎に、旧篠

山城下町の「伝統的建造物群保存地区」指定に

向けた取り組みを、住民参加により巡めている

ところです。こちらは、点、線からさらにステッ

プアップして面への動きです

人とまちとの出会い

咋秋、大阪事務所において、「伝建地区」関

係の文化庁の苅谷勇雅氏をお拓きし、大阪府教

育委周会、「伝建地区」の先粧伺治体である富

田林市、関連する研究者等に上記の篠山市と高

野口町の関係者も交え、「町並み保存とまちづ

くり」と恕Lたセミナーを開催しました

セミナーのねらいは、ーつのテーマに関し、

住民をはじめ、国、府、市町村レベルの行政、

教育研究機関、商工会等の経済団体など、多様

なキ体によるまちづくりの惰報交流の場づくり

をすることでした。このような動きとなった背

景には、所典の人脈をはじめ業務等を通じて知

り合えた人脈の掘り起こしがあげられます。当

日には、公私を超えた思わぬ人とまちとの出会

いもありました。

これらの経験を通して21世紀のコンサルタ

ントの果たすべき1登剖のーつとして、時代が求

めているテーマを掲げ、空問を越え、多様な立

場の人を各主体として立体的に結びつけていく

士壌づくりとその核となることが大切であると

実感しました



市民による市民交流フォーラムに市民として参

加しました

〔大阪事務所/鮒子田稔理〕

尼崎の束の玄関口として、再開発が進められ

ているJR尼崎駅前北地区(潮江)の小田公民

館で、"月10日市民まちづくり交流フォーラ

ムが開催されました。アルバッケでは20余年

にわたり尼崎駅前の再開発事業(本誌99号で

ご紹介)に係わってきました。市街地再開発事

業として平成Ⅱ年に完成したこのまちが真に

生きた街として蝉くために市民や行政のたゆま

ぬ努力が続いています

私由身、この潮江に移り住んで、]年半が過

ぎました。J R尼崎駅まで、徒歩3分。火阪ま

で 15分、という利便性と商業施設の充実はお

そらくこれ以上を望むべくはない程の環境で

す。しかし、1人暮らしで仕事に迫われる日々

では、地殿とのつながりを培う時問と心のゆと

りを持てないことに多少なりともジレンマを感

じていました。フォーラム当1Ξ1朝のお誘いにも

関わらずⅡ.1かけて行ったのは、会場の近さより

も地域コミュニティへの渇艷に起因するのかも

しれません。

さて、この市民交流フォーラムを開催した

「あまがさき市民まちづくり研究会」は尼1崎市

第2次基本計血への市民参加型捉案事業とし

て、市の公募により集まった市民が提目後引き

続きまちづくりについて様々な調査・研究を

行ってきたグループが母体です。これからの協

働のまちづくりに向けて、市民が正Lい情報と

まちづくりの知識を持って、多オ調多面の理解

と行動が重要と考え、市民主体のまちづくりを

ネットワークしていこうという研究会です。今

年は県の地域活動推進講座助成で、「わがまち

を知る・創る」と題Lたまちづくり塾を開催し、

市民まちづくり交流フォーラムはその集大成と

いうことでした

第1部では建築史家川島智生氏による「尼崎

の近代避産とまちづくり」と題Lたわがまち発

見講演が行われ、参加者からも「尼崎にこんな

近代遺産があったとはー・」という驚きの声が

あがりました。引き続き、「我がまち歴史文化

ゾーンのまちづくり市民捉言」がイ丁われ、"1研

究会の「アミュージアム・ネット研究会」白ら

が、尼崎の歴史文化ゾーンのまちおこしに名乗

りを挙げました。

第2部では、市民活動討論が行われ、市内5

つの市民活動の取り組みについて代表による討

論が行われ、現場からの例笑な尖情と展望が木

されました。

続く第3部では、様々な地域からひっぱりだ

こで火忙しの近畿大学工学部助教授の久隆浩氏
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田能の里芋入りのっぺい汁

の総括講演が行われ、第2部の討論内容や各地

の取り紕みの教訓を踏まえながら、市民活動の

これからの力向を不1唆いただきました

地域での活動が、町会などの「綻務」的なも

のから、「私がしたいこと:意志」「私が出来る

こと:可能」へと広がり、このフォーラムのよ

うな取り組みを通して、各々の惰雜を認知し

到蠏fを深め、ネットワーケを築いていくこと

や、テーマに限定されずにやりたいこと」を

共有することで、いろいろの人が参画する場が

広が0ていくこと。その他、これからはイン

ターネットがこの質的な変化を酸成していくだ

ろうということなど示唆に富んだお話でした

今後のまちづくりはShould (義1劣)ではな

<、 wi11(愆志)と"われる久先生こそまさに

Wi11を持って参加しておられることが、その楽

しそうなお話しぶりから窺うことができました。

このフォーラムが開催された小田公民館は私

の住むルゼフィール潮江から徒歩1分という場

所にありながら、利用するのは初めてでした。

尼岫市民のまちづくりに対するエネルギーと暖

かさに触れ、自分なりのまちづくりへの参加手

法について考えながら、とりあえず帰勺に頂い

た田能の里芋(本誌105号で紹介)で早速「のっ

ぺい汁'」をつくり、ほっこりとあたたまった次

第です

都物語

まちを元気にするイベント2題

〔名古屋事務所/尾関利勝〕

広ブラ・イベントと街角コンサート

名古屋のΠ拔き通り広小銘を皆のように復活

させようと言うのが、名古屋市小心市街地活性

化基本計画の骨子。その実験を昨年10河6U

(士)、 7ed三1)、広ブラ復活のための環境演出

として公開空地を活用して、オープン・カフェ

式のテントと椅子を耀き、お茶を1,1」すという試

みをしました。これに色をそえたのが6日だけ

実施した街角コンサートです

会場は沿道の公開四地の、1・功、ら、1"遊効果が

期待され、かつ所有者の了解を得られた4力所

が選ぱれました。都合良く飲食店があったのは

1 力所、肌時店舗設匙 1 力1折、缶のお茶・コー

ヒーの恊賛品を提供し大:1力所、残り 1力所は

休憩施設だけになりました。

コンサートは人気のストリート・ミュージ

シャン・コンテストを意図しましたが、準伽が

タイムリミットに岡に合わないため、会場ごと

に提供したいジャンルを検討、アルパック・

ネットワークをi舌jl」し、愛知県立芸術大学音楽

学部とフォークシンガーの大橋たつやさんの協

力で演奏グループを耐併呆しました。

開会式をした中区役所前では、県立芸大学生

による金管五重奏と打楽器五埀奏のアンサンプ

,
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ルがクラッシックとホヒュワを演会.π色の

トレーナーをカラフルに着分けたのは学生の発

恕、ムーレのフフンファーレで開会式を盛りに

げ、詞じ県ゾニ大学生.による金管五玉奏とサッ

クス四承奏を演4した屯気文化会鯲前でま、コ

ンサートホールの玄関に合わせて川1装をシク

に!,11.でまとめ、格訓高い獄開気を演川'件1、

怯楽器も検肘したのですが、楽器が気候に影W

されやすく斥外向きではないため管打楽排の

糒成となりました

ヒルトンホテルに隣接するアムナット広場で

は地ノιR例,哘釘かしうMC(,・'1会)と P A(行糾1生U誰)

を援供され、ワオルクローレやガムランなどN

俗片楽の5組みが液奏力フ工が無かったのが

残念でした

ビジネス街で休祭Πは削靜な伏見の"川ビル

前では卿iき,hりのフォーケ&アイリッシュ系5

組が演奏いずれもライプに1_"淡する災力派

聴劃'えのある演4でしたが、休"のビジネス

街で聴衆が少なく、アンケートでも'rΠにや

たらと'iう愆兇を頂叔しました

4 会場介引'で14靴が出演、約2300人の耽衆

から人変好,汗を得ました

タⅡln玉では昨午から路にオープンカフ工の突

験をしていますが、それだけではまだ物足りな

いようです今1川の突験は場を公開空地に変

え、そこ1、コンサートを加えてみまた街に

延秩庁に流れる音はややもすると雑仟にな

てしまいますが、恵刈して所甜τる心、地よい音楽

は、街を行き交う人の足を止め、街勿をおしゃ

れに演山してくれますそんなことがこの突験

で得央成巣のつです

湃前告知をマスコミを仙て殺極的にすれ

ぱもっと多くの来客があただろうという御

,吊洲愚

アムナットピル.フォルクローレ

'1見もありましたがおしゃれな街角の轍則化

しては、さりげなく火施することに災験の意昧

があオのガと思ています

カ、Ⅱ頃ストリートでi寅奏することのない

斉楽学ιkにとっては、まちを千fき交う人に白分

たちの許楽を印象づける緊帳感が勉強になウた

と';うのが大方の感戀でした女 fだけの打楽

排の学ゾ上逕は、演奏外の休憩時岡小にも予定

になかた呼ぴ込みまて軸鞭りにやてくれま

ナ f想しなかナ',、り"1義、とての教介効

米と,;う卸雍物てすそしてアルハックにも何

人かの社角コンサートマネージャーが育ちま

住まい・まちづくり屋台村

"j l0 1 6 11 ・ 7 11、名 fHI「1iT'机I×:1吹 1'

の小小介業振興会館では 2001スーハーハウジ

ングファinあいち・なごやの・環て、愛知

を,'心、に个司から36団体を染め作まいま

ちつくり歴六村を開催

住まいとまちつくり1、関する iK団体の紹

介来場者と1打民門動グルーフとのコミュニ

ケーション、Ⅲ体村1牙.および行政との述携と恊

勧を趣旨に、市民活'動け1体が小,1に会しブー

スa.1展活動紹介や交流を村いました 4n

作宅j1剛あいちなごや災行委共会の呼びかけ

を発端に 5つの11i民活動団体が染まり、輪を広



げながら企画をすすめ、6 7月にかけて参加

団体を公募しました。

以後、参加者の出展会議を衛成、ワーク

ショップを重ね、プログラムや会場レイアウト

を決定。この力式をとったのは、夢いちぱ'等の

市民イベントの経験で、当1ヨには出展参加者が

交流出来ないことから、,"前に交流を重ね、開

催当日はその仕上げの場にするという意図でし

た。その結果、愛知から26、全国の市民まちづ

くり活動を支援する(財)ハウジングアンドコ

ミュニティ川団の恊力で熊本、岡山、京都、奈

良、滋賀、長野、東京、下葉から 10けⅡ本が参

加。尖紕ある団体だけに、充実した展示が行わ

れ、地元団体の交流ワーケショップも功を奏

し、気楽な中にも熱の籠もった充実したイベン

トとなりました。

6日は、ブースニ史営後の 10時に開村式、以

後、各プースの紹介や,・ト,央ステージでの交流が

始まりました。中央ステージでは恕向をこらし

たイベントをお披鰯自、この日のメインは千葉

大学延藤教授による幻灯会。

17時からは(社)住宅生産団体述合会主催の

すまい十環境十NPO」シンホに参加、引き

続く交流会に合流し、輪を広げました

7日は10時開場と詞時に参加団体そろい踏

みの紹介。以後、趣向をこらしたイベントで1州

場を眺り上げ、17時には短いけれどホットな交

流イベントの幕を閉じました

参加けⅡ本は6つのテーマに分けられたゾーン

毎にプース出展。「住まいづくり・笥川iづくり

ゾーン」は、あいち産直住宅研究会、あいちの

木で家を造る会、雨水利111と緑化を進める会、

EL-NET、欠陥住宅をつくらない会、 C&

1、人問環境ネットワーケ、病気にならない住

宅研究会、やさしい住まいの支援ネット(以上

愛知)の 9 団体、「コミュニティ・ゾーン」は、

安住の会、高蔵寺ふれあいPUB、高嶺下の洞

を考える会(以上愛釘1)、 NPO ・ F U S I 0長

池叫じ京都)の4団体、「まちおこしゾーン」は、

郷土歴史まつり、厄Uて一座、かん・ぶん・けん、

削ろう会、羽煕竹取物語、まちかどの泉(以上

愛知)、 R A C DAd釉川.1県)、練!.与まちづくり

の会倒じ京都)の 8 け1体、「自然ゾーン」は、"、1

生1_1_1緑地オアシスの会、雑木林研究会、おおく

さ探検隊、ガイア造県研究所(以士.愛知)の4団

体、「歴史ゾーン」は、古'材バンクの会・巾部

ネットワーク、白壁フカデミア(以上愛釘1)、熊

本まちなみトラスト(熊小県)、緋加の会(京都

府)、小a昔町並み研究会(長野県)、ヴォーリズ

建築保存再生運動 1立の会(滋賀県)の6団体、

「支援ゾーン」は、人にやさしいまちづくりネッ

トワーク連絡会、ポランタリー・ネイバーズ(以

上愛知)、週Ⅲほちづくり(東京都)、奈良まち

づくりセンター(奈良県)、千築まちづくりサ

ポートセンターじ下葉県)の5団体でした

梁俳期問の短いあわただしいイベントでした

が、力のある市民団体の参加だけに、企業堤木

と比べて、ホットな充実した見応えのあるイベ

ントが出来、ホットしています

尖りショップは界隈の緑辺部へ

〔大阪事務所/中塚一〕

ミナミというと、自分達の陞代では、ア

メリカ村'から鰻谷、ヨーロッパ制'あたり。それ

が今では、南船場、北堀江刷辺から、さらにこ

こまでいくと界隈と呼べるかどうかは別とし

て、西本町あたりまで北士.してきています。碓

かに1」'つてみると自分がオジサンになった事も

影襲していますが、アメリカ村の若年化は急、速

に進んでいて、白分の世代では周辺から完全に



浮いてしまいます(なぜこれほど外伺人が街な

かに立っているのか、直感的にヤハイのではと

も感じてしまいますさらに、新婚塒代に家

県.を見に行った立1樹也りは、オレンジ通(ス

トリート)」として東京系のワアッションの街

に変貌にこでも、浮いている口分に気づく)。

しかし、営業時冏は20 21時までが多く、夜

は人通りがまばらにナショナルショップは、

1,1iのノJ'もサラリーマン化しているのか)。

それに比べると、南齢場や立花通り北側の蠏

江では、まだ人阪らしい「もったり晃刈が残っ

ていて、カタカナ業の力だけでなく、本町周辺

のサラリーマン、,1・,小企業のネ1長、職住近接の

都心、居住名、長堀沿いのブランドショップに染

まるOL等を含めた大阪人が、少しお泗落に虻

活を楽しむ街として、新しい1'}i、ひと、・恬報、

流行等を媒体に、新陳代謝を行い増殖していく

予感が感じられます。

総じて感じるのは、既存のビルを] 2階だ

け改修L、家賃や初捌投資を抑えている店は、

オーナーの趣味・好み(硬く,_fうと哲学やι1ミき

カ?)を前脚に川しているということ。さらに

これらの店が緑辺部立地していくのは、家賃'の

剖越もあると思いますが、これらの謡張を感

じ、共(郷)感する人々が新しい界隈を求めて

染まるからでしょうか

きん よつ

都物語京

京都のフりマ近況

〔京都事務所/高橋はるみ〕

最近、市内のあちこちでフリーマーケットや

川'衆フォーラム齢功t削かれています。'・1・ルこは不

況の影恕かりサイクル意識からか、手・作りのミ

ニフりマのようなのもみられます。

元打1フりマというか、一番有名なのは、毎河

21111に東寺でリ11かれる弘法さんの11iてすその

他に1リリ1定捌的に開催されるものとして、北野

夫満再の11」(251三D、百万遍知恩寺の司三作り市

(151D、西帥楽市楽座 a2 臼)などがあり、こ

れり、外にもあちこちでかわいいミニフりマが"1

催されています

ミニワりマは、,"1珂惰桜が少ないので、お勧

めは、やはり1〒万遡知恩寺の丁作り「bでしょう

かここはネーミング辿り予作りが威則です。

お下製のアクセサリーはもちろん、色ガラスの

花肱や小物、千,"きのホストカード、和共小物、

衣服、陶器に加え、胸家製パン、クッキーやケー

キ、季節によってはおでんやあんみつ等も並び

ます

巾にはデパートに納命'しているプロ級の方も

いて、超お買い得です(もちろんデパートの仙

段よりずっと安いです)。小銭と千円札をたく

さん川意して、ぐるっとー,周すれぱ、お財布は

三



百万週知恩寺の手作り市:陶器のアクセサリー屋さん

空っぽ、お腹と両手はいっぱいという状態に陥

ります

叫衆フォーラムも嘘んです。最近の一例をあ

げると、「下京門前町ルネッサンス」があり、東

西両本願寺の円前町が中心にな"開かれました。

本願寺にも協力をお願いし、普段は非公開の

庭剛や掛院を無料で開けてもらい、多くの市民

や観光客が訪れました。同イベントでは、スタ

ンプラリーやワリーマーケット、体験工房等も

催されました。目新しい企画ではありませんで

したが、町内の力々が皆笑顔で取り組んでいる

のが、魅力的でした。枳穀邸の名で気1られる庭

園でお茶席も設けられましたが、これも町内の

奥様方が着物でお点前をされました。「皆で行な

うので、今日は裏も表千家も駁内もごちゃ混ぜ

です。」と笑っておられました。

今年が最初という事もありますが、「であい

ふれあい」をコンセプトに「はんなりにぎあう」

門前町にしていこうという思いが感じられる

日でした。

京都のまちは、今111もフ6気です

ι

L

、、ー

アルパックプラネット10号を発行

y

きんよう

アルパックの技術恬報交流誌「アルバックプ

ラネット 10号」を発行いたしました。本'号の

特渠テーマは「ストック活用と都市の再生」で

す。掲載内容は次のとおりです。

<インタビュー>

空脚経済学の観点から捉える日本再生一多核

化への捉言一/京都大学教授藤田昌久氏

・地域の活性化に貢献する公共施設のあり方

/国土交通省束北地力整備局営緋部長

山1田峩則氏

<オリジナル小論文>

・京阪杣圏の都市再生(りノベーシヨン)はいか

にあるべき

・大都lb部における産業再生のあり力

・宅'古屋地城における建物ストック活用の現状

・ごみを作らないライフスタイルの転換にむけて

・京都府の住宅那情と有効仕宅ストック

・公共賃貸仕宅団地、ニュータウンの再創造に

向けて

・「多白然居住地域」における地域資源の「エコ

ミュージアム」の手法導入による住民主体の

ストック活用

・j諏茲奈三・広域交流圏「畿央のιU の形成構想

<アルパックセミナー>

・アメリカの危機管理と I T職略

/ 1n stit ute of pu blic Admin istralion

主任研究員青山公三氏

※お問い合わせ先:大阪事務所企画推進部(中村)

ふだん何気なく"らしているまち址近、オープ

ンカフ工やこじゃれたお1古ができたり、 1'i行が染

まってきたりで、なんだか折気づいているまちそ

んな左Uこなるまちが身近にありませんか水リでは

「三都物諦」と銘打って、京都・人:阪・牢Π1山!から、

元気なまちを紹介しました。



^

紹介者/京都事務所山口繁雄

のかというと、「人剛の創造橘動の幽幽な発抑

にり'づいて、文化と産業における創造壱民二符

み、同時に、悦火丞生.産の革新的で柔軟な都

1"経済システムを備えた署1川i」である。また、

「21世紀に人類が値面するグローバルな瑞リ尭

問題や口ーカルな地域社会の課題に対して、

創造的問題觧決を行えるような「劍造の場」

に禽んだ都市でもある。

創造都市への挑戦を

このような都市の典型的な'嚇例として、イ

タリアのポローニャと日本の金沢を玉"X的に

取り民ナ、創造都市としての特色を紹介して

いるそうした小でも特に、ポローニャは、

「第三のイタリア」と1呼ぱれる中部イタリアの

11・,心都市のーつであり、フィレンツェやヴェ

ネチア等とともに、財政赤字で破綻状態で

あったイタリアの救世主としてのモデル的役

割を栄たした。

つまり、産業政策を思い切って分枇化Lて、

地域の'1・,小企業の「企業家精袖」を剌激し、

部の福祉サービスは新しいタイプの恊同靴介

とのパートナーシップでイ塒介すること等によ

り、財政の効率化を図るというやり方である

このb式は、産業空洞化や財政危機等に片し

む我が国の経済社会を地域から建て直すモデ

ルとして火いに参考になる。

いずれにせよ、今後の都市再生のポイント

は「創造」にあると指摘している"}J:は、非常

に興味深いものがある

定仙(本体2,500円十税)

Media DシD

ぐぐ口Watch

「創造都市への挑戦」

産業と文化の息づく街へ

著者:佐々木雅幸位命館大学政策科学

部教授)

発行:岩波書店

21世紀は「創造都市」の世紀

グローバリゼーションが進み、凶際的な都市

こそか'21'川紀を郁リ1する、という考え方が広

まってぃる。ところが薯名は、20世紀が「囲縦

のⅢ紀」、それも「超火国の世紀」であったと

すれぱ、21世記は「都市の世紀」となる。その

時、いかなる都市が21世紀のモデルとなりう

るのか、といえぱ、「1仕界判川i」ではなく「創

造都市」だとセ張する。

「世界州晰U を否定している訳ではない。創

造力を持たない都i"は、 21世紀を生.き延びる

ことができない、それは「世界制Ⅷ門といえど

も例外ではない、といっているのである

茗者の言う「創造制州i」とは、どのようなも

創
造
都
市
へ
の
挑
戦

'
!
*
:
.
ー
.
、
佐
々
木
雅
幸



訣

下の公園のような写真は、フードハル熊本と

いう産業1:!1地の・1血です。ここには、お菜 f、

旦腐、汝物、ソーセージ等の食耐'工場が染まっ

ており、しかも企工場・が、倒社製品を販売する

小光店やレストランを併設しているため、団地

内の小央部に公剛と園内通路を設け、園内通路

にmiして各上場の併,女店舗が建てられていま

す。店舗のデザインはキッチュ(ニセモノ風)

で、工場まで同様なデザインとなっているとこ

ろもあります。

ーカ、 1:場の原材料や製品の搬1.吐人は、これ

ら中央部を取り巻く環状の団地内迺路で処理さ

れ、貨物車が中央部に進人せず、しかもその搬

ち
か

ぞ

人との触れ合いのある産業団地

〔大阪事務所/森脇宏〕

外周道路に面する工場と駐車場舗

1島人作業も中央部から見えないように工火され

ています。また、来訪判の捌叫n昜も、この迫路

の外側に配1世され、来訪打の胸動巾も含めて、"

動東と人との動線が川」値に区分されています

この産業1訓地は、熊ポ1h内の工場を郊外に藥

約するため、環境事業け1の協岡組合力式で瞥伽

された約26haの団地で、平成9年U 河のオー

プン以来、当初の予想を」:.1川る消些者を集めて

いるようです。また、産業1訓地の事業主体と

なった恊伺糾合は、熊木市が以前から続けてい

た勉強会に参加していた市内小小企業が叩心に

なって設立されたもので、しかも、その勉強会

はぺアカ式といって、各企業のトップと、将来

の会社を担う第一線で働く若手のぺアで出席し

てもらっていたようです。これも、このほⅡ也の

特徴のーつだと思います。

昨耿、熊本市での路而電車サミットに参加ル

た後、少い時岡ができたので、サッと眺めてき

ただけの報告です。したがって関係機関へのヒ

アリング等もできておらず、最近の動向もつか

めていませんが、なかなか面白し一列なのでご紹

介した次第です。

団地内中央部の公園を囲んで建つ各工場の併設店舗

駐Ⅲ場

゛

工場

店舗
乎子'J

公圃

工埠

m状逝凱

施設配迅のパタノ図

アルバック鱗)地域計画建築研究所
本 牡

京都車務所

・大阪事務所

・名古屋事務所

東京奉務所

九州事務所
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